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唐
宋
変
革
の
政
治
的
側
面
の
解
明
に
お
い
て
、
宋
朝
皇
帝
独
裁
体
制
の
分
析
が
主
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
　
　

一

宋
朝
皇
帝
独
裁
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
は
文
班
科
挙
官
僚
の
寄
与
が
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
が
、
近
年
彼
ら
以
外
の
官
僚
集
団
、
例
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一

え
ば
武
班
官
僚
な
ど
の
存
在
も
注
目
さ
れ
始
め
、
筆
者
も
独
裁
体
制
確
立
・
維
持
の
点
か
ら
彼
ら
の
役
割
に
つ
い
て
些
か
論
究
し

た
。
筆
者
は
、
宋
朝
皇
帝
独
裁
体
制
は
皇
帝
を
頂
く
複
数
の
官
僚
集
団
に
よ
る
求
心
的
活
動
の
総
合
さ
れ
た
効
果
の
上
に
実
現
さ

れ
た
も
の
と
の
基
本
的
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
小
論
は
、
か
か
る
観
点
に
立
っ
て
、
宋
朝
の
内
宮
が
皇
帝
独
裁
体
制
の
維
持
に

お
い
て
果
た
し
た
役
割
を
考
察
せ
ん
と
す
る
試
み
の
一
環
で
あ
る
。

　
宋
朝
は
唐
に
お
け
る
内
宮
の
弊
害
に
鑑
み
、
太
祖
以
来
こ
れ
の
管
理
・
統
制
に
努
め
た
。
こ
の
こ
と
が
奏
効
し
て
か
、
徴
宗
朝

の
童
貫
・
梁
師
成
等
を
除
け
ば
、
内
宮
の
著
し
い
跳
梁
の
跡
は
史
上
に
認
め
ら
れ
ず
、
勢
い
こ
れ
ま
で
彼
ら
に
対
す
る
研
究
者
の

関
心
も
薄
か
っ
た
。
し
か
し
、
『
宋
史
』
巻
四
六
六
、
宦
者
伝
の
序
に
、

　
　
中
更
、
主
幼
、
母
后
聴
政
者
、
几
三
朝
。
在
於
前
代
、
壹
非
宦
者
用
事
之
秋
乎
。



と
あ
る
如
く
、
仁
宗
・
英
宗
・
哲
宗
の
三
代
に
お
い
て
太
皇
太
后
や
皇
太
后
に
よ
る
垂
簾
聴
政
が
行
わ
れ
、
内
宮
が
重
用
さ
れ
た

経
緯
や
、
別
の
機
会
に
論
究
し
た
い
が
、
宋
初
以
来
内
宮
が
軍
事
・
警
察
・
財
務
等
に
関
す
る
差
遣
を
拝
命
し
、
武
班
官
僚
に
準

じ
た
活
動
み
せ
る
事
実
な
ど
を
勘
案
す
る
と
き
、
筆
者
は
彼
ら
に
対
す
る
政
治
史
上
の
興
味
を
禁
じ
得
な
い
。

　
小
論
で
は
、
宋
朝
内
廷
の
宮
衛
の
一
つ
で
あ
る
内
東
門
司
、
及
び
そ
の
勾
当
宮
た
る
勾
当
内
東
門
司
に
焦
点
を
当
て
、
北
宋
朝

に
お
け
る
そ
の
実
態
の
分
析
を
通
し
て
、
宋
朝
内
宮
の
果
た
し
た
政
治
史
上
の
役
割
に
些
か
論
究
し
た
い
。

第
一
章
内
東
門
司

一
、
官
需
創
設
の
経
緯

　
内
東
門
司
と
は
、
『
宋
史
』
職
宮
志
（
巻
一
六
六
）
が
入
内
内
侍
省
・
内
侍
省
の
項
に
「
其
属
」
の
Ｉ
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
如

く
、
内
宮
が
運
営
す
る
宮
衛
で
あ
っ
た
。
宋
朝
内
宮
の
機
構
は
、
内
宮
全
体
を
統
轄
す
る
入
内
内
侍
省
・
内
侍
省
の
二
省
と
、
主

に
内
廷
に
関
す
る
諸
業
務
を
分
掌
す
る
御
薬
院
・
内
東
門
司
・
合
同
憑
由
司
・
管
勾
往
米
国
信
所
・
後
苑
・
造
作
所
・
龍
図
天
章

宝
文
閣
・
軍
頭
引
見
司
・
翰
林
院
等
の
宮
衛
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
先
ず
内
東
門
司
が
そ
の
よ
う
な
宮
衛
の
Ｉ

つ
と
し
て
創
設
さ
れ
た
経
緯
を
窺
っ
て
み
た
い
。

　
内
東
門
司
の
名
が
初
め
て
見
い
出
さ
れ
る
の
は
、
管
見
の
限
り
『
統
資
治
通
鑑
長
編
』
（
以
下
『
長
編
』
と
略
す
）
巻
六
二
、
真
宗
・

景
徳
三
年
二
月
丁
酉
の
条
に
お
い
て
で
あ
る
。
『
長
編
』
は
、

　
　
詔
日
、
比
者
、
入
内
内
侍
班
院
、
分
遣
使
臣
於
内
東
門
等
処
、
勾
当
署
置
。
名
目
細
面
甚
詳
、
其
所
京
極
有
可
省
去
。
其
内
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内東門司考

　
　
東
門
取
幸
司
、
可
併
隷
内
東
門
司
、
余
入
部
知
司
。
内
東
門
部
知
司
・
内
侍
省
入
内
内
侍
班
院
、
併
為
入
内
内
侍
省
、
旧
領

　
　
事
務
咸
隷
焉
。
尋
又
改
内
侍
班
院
、
為
内
侍
省
。

と
伝
え
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
景
徳
三
年
二
月
に
入
内
内
侍
班
院
の
派
出
機
関
で
あ
る
内
東
門
限
幸
司
が
、
既
存
の
組
織
と
し
て

の
内
東
門
司
の
下
に
改
め
て
転
属
に
な
っ
た
如
く
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
『
宋
会
要
輯
稿
』
（
以
下
『
宋
会
要
』
と
略
す
）
織
宿
三
六
、

内
侍
省
、
内
東
門
司
の
項
に
。

　
　
内
東
門
司
…
…
旧
止
名
内
東
門
取
幸
司
。
景
徳
三
年
二
月
、
改
今
名
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
先
の
『
長
編
』
の
記
事
は
、
景
徳
三
年
二
月
の
時
点
で
入
内
内
侍
班
院
管
下
の
内
東
門
取
幸
司
が
こ

れ
よ
り
分
離
し
、
内
東
門
司
と
し
て
発
展
・
独
立
し
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
内
東
門
司
は
　
　
一

宋
初
以
来
の
内
廷
請
宿
衛
が
真
宗
朝
に
お
い
て
内
侍
省
・
入
内
内
侍
省
の
二
省
を
中
心
と
す
る
機
構
の
下
に
整
理
・
統
合
さ
れ
る
　
　
1
6
1

過
程
で
創
設
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

二
、
内
東
門
司
の
職
掌

　
内
廷
の
官
衛
と
し
て
内
東
門
司
が
如
何
な
る
職
掌
を
担
っ
た
か
と
言
う
と
、
前
掲
『
末
会
要
』
内
東
門
司
の
項
が
引
く
『
両
朝

国
史
』
は
、

　
　
内
東
門
司
…
…
掌
宮
禁
人
物
出
人
、
周
知
其
名
数
、
而
誰
何
之
。
承
接
機
密
実
封
奏
噴
・
内
外
功
徳
疏
、
面
賜
僧
尼
道
士
恩

　
　
沢
。
凡
宝
貨
名
物
、
貢
献
品
数
、
市
易
件
直
、
咸
宣
索
於
有
司
、
受
而
納
于
禁
中
。
凡
禁
中
須
索
修
造
宴
設
、
皆
先
期
排
辨
。

　
　
若
太
医
診
視
、
則
引
押
入
内
。
凡
皇
親
衣
物
節
料
、
則
以
時
給
之
。
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と
示
え
、
そ
の
職
掌
と
し
て
、
①
内
廷
へ
の
人
物
・
物
品
の
出
入
を
管
理
・
規
制
す
る
こ
と
、
②
機
密
に
関
わ
る
実
封
の
上
奏
及

び
内
外
の
功
徳
の
上
疏
を
受
け
付
け
、
僧
尼
・
道
士
に
恩
沢
を
賜
う
こ
と
を
挙
げ
た
後
、
①
の
具
体
的
な
内
容
か
と
恩
わ
れ
る
業

務
、
す
な
わ
ち
③
内
廷
の
必
需
物
資
や
貢
献
物
を
所
轄
官
衛
に
請
求
し
調
達
す
る
こ
と
、
④
内
廷
の
取
索
・
修
築
及
び
宴
会
に
つ

い
て
は
事
前
に
善
処
す
る
こ
と
、
⑤
医
宮
の
検
診
に
当
た
っ
て
は
こ
れ
を
内
廷
に
誘
導
す
る
こ
と
、
⑥
皇
族
の
衣
料
や
時
節
の
手

当
を
適
宜
支
給
す
る
こ
と
な
ど
を
列
挙
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
を
具
体
的
史
例
に
照
ら
し
て
確
認
し
て
み
よ
う
。
先
ず
、
禁
門
の
管
理
に
関
し
て
は
、
『
長
編
』
巻
三
五
一
、

神
宗
・
元
豊
八
年
正
月
戊
戌
の
条
に
、

　
　
上
寝
疾
。
日
優
、
三
省
・
枢
密
院
、
胎
内
軍
門
、
請
人
間
聖
体
。
遣
勾
当
御
薬
院
梁
従
政
・
劉
惟
簡
、
伝
宣
放
。

と
あ
り
、
ま
た
同
書
巻
五
二
〇
、
哲
宗
二
万
符
三
年
正
月
丙
子
の
条
に
、

　
　
宰
臣
・
執
政
宮
、
入
内
軍
門
、
問
聖
体
。

と
あ
っ
て
、
神
宗
・
哲
宗
の
不
憚
に
際
し
て
、
宰
相
・
執
政
が
内
東
門
に
伺
候
し
、
前
者
は
内
廷
に
入
り
聖
体
を
見
舞
う
許
可
を

求
め
た
こ
と
、
後
者
は
許
可
さ
れ
た
も
の
か
、
実
際
に
入
廷
し
た
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
伝
え
て
い
る
。
こ
の
二
史
料
は
外
廷
の
臣
僚

が
入
廷
す
る
に
当
り
内
東
門
に
許
可
を
請
求
し
た
こ
と
、
及
び
そ
れ
を
経
由
し
た
こ
と
を
伝
え
て
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
禁
門
の
管

理
に
任
じ
る
内
軍
門
司
が
そ
れ
に
関
わ
り
処
理
し
た
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。

　
次
い
で
内
廷
必
需
物
資
の
調
達
及
び
御
物
の
降
出
に
関
し
て
は
、
『
長
編
』
巻
一
七
〇
、
仁
宗
・
皇
祐
三
年
六
月
乙
未
の
条
に
、

　
　
給
事
中
権
知
開
封
府
魏
壊
、
知
越
州
。
初
内
軍
門
索
命
婦
車
、
得
賠
選
抜
死
物
。
付
開
封
験
治
。
獄
末
上
、
内
降
釈
之
。
知

　
　
諌
院
呉
金
言
、
陛
下
前
因
紀
明
堂
、
下
詔
、
凡
求
恩
沢
、
若
免
罪
内
降
指
揮
者
、
所
承
官
司
、
母
得
施
行
。
壊
敗
廃
格
詔
書
、
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請
論
如
法
。
壇
坐
是
出
。

と
あ
り
、
内
東
門
司
が
命
婦
の
車
を
調
達
す
る
に
当
っ
て
不
正
を
働
き
摘
発
さ
れ
た
こ
と
、
こ
の
件
に
つ
い
て
の
免
罪
の
内
障
、

す
な
わ
ち
内
廷
か
ら
の
指
揮
に
阿
諌
し
た
権
知
開
封
府
の
魏
壇
が
、
知
諌
院
呉
楽
の
劾
奏
に
よ
り
、
知
越
州
に
既
知
さ
れ
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。
今
一
例
挙
げ
る
と
、
同
書
巻
一
七
七
、
仁
宗
・
至
和
元
年
十
一
月
突
亥
の
条
に
、

　
　
知
開
封
府
県
襄
言
、
内
束
門
市
行
人
物
、
有
累
年
未
済
価
読
者
。
請
、
自
今
並
開
雑
賀
務
、
以
見
銭
市
之
。
其
降
出
物
帛
亦

　
　
恬
直
、
於
左
蔵
庫
給
読
。
従
之
。

と
あ
り
、
知
開
封
府
県
襄
の
上
言
に
よ
れ
ば
、
従
来
、
内
東
門
司
が
行
肆
の
物
品
を
直
接
購
入
し
、
長
年
に
わ
た
る
代
価
未
払
い

の
弊
害
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
更
に
県
襄
の
要
請
が
入
れ
ら
れ
て
、
購
入
は
雑
賀
務
経
由
に
よ
る
現
銭
払
い
に
、
内
廷
　
　
一

物
品
の
障
出
も
価
格
を
査
定
し
た
上
で
左
蔵
庫
で
現
銭
を
支
給
す
る
と
い
う
方
法
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
二
史
　
　
1
6
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一

料
は
物
資
調
達
・
処
理
の
主
体
を
内
束
門
と
記
し
て
い
る
が
、
内
東
門
司
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
差
し
支
え
無
か
ろ
う
。

　
次
い
で
機
要
秘
密
の
奏
漬
の
接
受
に
関
し
て
は
、
『
長
編
』
巻
一
九
一
、
仁
宗
・
嘉
祐
五
年
五
月
成
子
の
条
に
、

　
　
侍
御
史
陳
経
言
、
劉
浜
子
場
、
以
張
服
撰
父
贈
官
告
辞
不
当
、
五
状
訴
理
。
朝
廷
巳
制
服
知
黄
州
、
奪
場
校
勘
之
職
。
風
聞
、

　
　
場
所
奏
状
、
並
於
内
東
門
進
入
。
場
身
居
草
上
、
名
落
班
籍
。
未
知
何
縁
得
至
於
彼
。
慮
場
陰
結
左
有
内
臣
、
諭
令
収
接
。

　
　
並
乞
根
有
情
侍
、
厳
行
除
者
…
…
一
匹
四
、
今
後
臣
僚
、
乞
於
入
内
内
侍
省
・
御
薬
院
・
内
東
院
投
進
文
字
者
、
令
逐
処
中
中
書
、

　
　
再
取
旨
。

と
あ
り
、
侍
御
史
陳
経
の
よ
百
に
よ
れ
ば
、
元
秘
書
郎
館
開
校
勘
劉
場
が
父
、
坑
の
贈
官
の
告
詞
に
開
す
る
い
き
さ
つ
か
ら
、
元

戸
部
郎
中
知
制
浩
張
服
を
告
訴
す
る
上
奏
文
を
内
東
門
司
に
差
し
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
更
に
内
東
門
司
ほ
か
の
内
廷
官
衛
は
、

一.i
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場
合
に
よ
っ
て
は
劉
理
の
如
き
宮
籍
を
剥
奪
さ
れ

た
者
の
上
奏
す
ら
受
け
付
け
る
、
言
い
替
え
れ
ば

情
実
の
介
入
の
余
地
が
十
分
に
あ
る
上
聞
の
窓
口

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
史
料
後
半
の
詔
が

内
廷
宮
衛
を
経
由
す
る
不
当
な
上
奏
の
検
察
を
意

図
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
以
上
、
内
東
門
司
の
職
掌
を
些
か
窺
っ
た
が
、

要
約
す
れ
ば
、
内
東
門
司
は
内
廷
に
と
っ
て
禁
門

の
管
理
と
必
需
物
資
の
調
達
・
降
出
御
物
の
処
理

を
担
当
す
る
甚
だ
重
要
な
宮
衛
で
あ
り
、
外
廷
の

臣
僚
に
と
っ
て
は
概
要
秘
密
の
上
奏
を
取
り
次
い

で
く
れ
る
貴
重
な
宮
衛
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
か
か
る
職
掌
を
も
つ
内
東
門
司
は

ど
こ
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
宋
・
陳

元
覗
の
『
事
林
広
記
』
巻
六
、
宮
室
類
、
東
京
旧

制
の
項
に
、
「
京
間
之
図
」
（
下
図
）
と
題
し
た
開
封

宮
城
図
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
を
参
照
す
る

開封宮城図
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と
、
宮
城
の
東
北
地
区
の
南
西
偶
に
内
東
門
司
の
名
が
見
い
出
さ
れ
る
。
こ
の
東
北
地
区
に
は
東
大
子
宮
を
始
め
と
す
る
諸
宮
の

外
、
内
侍
二
省
・
六
尚
局
等
盲
管
の
名
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
区
域
が
北
宋
朝
の
内
廷
に
当
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ

る
。
然
ら
ば
、
内
東
門
司
の
置
か
れ
た
南
西
偶
は
外
廷
に
最
も
近
い
地
点
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
、
内
東
門
司
の
名
の
由

来
で
あ
る
内
東
門
が
従
来
こ
の
地
に
あ
り
、
外
廷
に
最
も
近
い
と
い
う
利
点
か
ら
、
内
東
門
司
の
前
身
で
あ
る
入
内
内
侍
班
院
の

取
幸
司
が
置
か
れ
、
内
廷
必
需
品
の
調
達
に
任
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
内
東
門
と
垂
簾
の
政

　
こ
の
項
で
は
内
東
門
司
が
置
か
れ
た
内
東
門
と
現
実
政
治
と
の
開
わ
り
に
つ
い
て
些
か
述
べ
て
み
た
い
。
内
東
門
は
内
東
門
司
　
　
一

の
職
掌
か
ら
窺
わ
れ
る
如
く
、
内
廷
と
外
廷
を
結
ぶ
唯
一
の
門
戸
で
あ
っ
た
か
ら
、
外
廷
の
巨
億
が
太
皇
太
后
・
皇
太
后
・
皇
后
　
　
1
6
5

と
い
っ
た
皇
族
に
謁
見
す
る
場
合
、
こ
の
場
所
が
用
い
ら
れ
た
。
『
長
編
』
巻
四
七
二
、
哲
宗
・
元
祐
七
年
四
月
辛
未
の
条
に
、
　
　
　
　
一

　
　
礼
部
言
、
将
未
納
皇
后
、
文
武
百
僚
係
婚
礼
、
依
典
礼
不
賀
。
所
有
冊
礼
、
依
景
祐
元
年
故
事
、
拝
夫
称
賀
、
尋
会
到
太
常

　
　
寺
。
治
平
元
年
、
立
皇
后
。
文
武
百
官
、
並
詣
東
上
開
門
、
輝
夫
賀
皇
帝
。
又
詣
内
東
門
、
拝
夫
賀
太
皇
太
后
・
皇
太
后
。

　
　
屹
、
於
内
東
門
上
、
浅
賀
皇
后
。
欲
依
上
件
例
施
行
…
…
従
之
。

と
あ
り
、
礼
部
の
上
言
に
よ
れ
ば
、
治
平
元
年
、
英
宗
の
立
后
に
当
た
り
、
太
皇
太
后
・
皇
太
后
・
皇
后
が
内
東
門
に
お
い
て
文

武
百
官
の
祝
賀
を
受
け
た
と
言
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
北
宋
朝
九
代
の
中
で
仁
宗
・
英
宗
・
哲
宗
の
三
代
は
、
即
位
の
経
緯
や
即
位
時
の
年
齢
等
の
事
情
か
ら
、
一
時
、

太
皇
太
后
・
皇
太
后
に
よ
る
垂
簾
聴
政
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
垂
簾
の
政
に
際
し
て
は
、
内
軍
門
が
皇
族
の
外
臣
接
見
の
場
で
あ
っ

_｡ｊ



た
こ
と
か
ら
、
そ
の
一
角
が
垂
簾
の
正
貨
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
『
未
史
』
巻
二
四
二
、
誌
聖
光
献
曹
皇
所
伝
に
、

　
　
英
宗
即
位
、
尊
后
為
皇
太
后
。
帝
感
疾
、
消
極
同
処
分
軍
国
事
。
御
内
東
門
小
殿
聴
政
。
大
臣
日
奏
事
、
有
疑
未
決
者
、
則

　
　
日
公
輩
更
議
之
、
末
吉
出
己
意
。
頗
渉
経
史
、
多
援
以
決
事
。
中
外
章
奏
日
数
十
、
一
一
能
紀
綱
、
要
検
捉
。

と
あ
り
、
英
宗
朝
に
誌
聖
皇
太
后
（
仁
宗
の
皇
后
）
が
内
東
門
の
小
殿
で
聴
故
し
か
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
『
長
編
』
巻
五
二
〇
、

哲
宗
・
元
符
三
年
正
月
庚
辰
の
条
に
、

　
　
詔
、
皇
太
后
権
同
処
分
車
国
事
、
並
依
嘉
祐
・
治
平
故
事
施
行
。
是
日
、
三
省
・
枢
密
院
衆
議
。
尚
書
左
丞
蔡
本
日
…
…
ｔ
箭

　
　
祐
未
、
英
宗
語
誌
聖
同
聴
政
。
五
日
間
御
内
束
門
小
殿
、
垂
簾
。
至
七
月
十
三
日
、
英
宗
間
日
御
前
後
殿
、
輔
巨
奏
事
。
退

　
　
詣
内
束
門
簾
前
、
覆
奏
皇
太
后
…
…
（
知
枢
密
院
事
、
曽
）
布
又
日
（
太
后
）
、
既
得
旨
。
不
御
前
後
殿
、
惟
三
省
・
枢
密
院
、
　
　
一

　
　
於
内
東
門
覆
奏
。
職
事
則
百
司
皆
不
奏
事
。
巨
億
不
上
表
章
。
生
辰
不
建
節
名
。
不
遊
侠
契
且
。
皆
当
如
誌
聖
故
事
。
太
后
　
　
1
6
6

　
　
口
口
知
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
料
中
の
括
弧
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
様
）
　
　
　
一

と
あ
っ
て
、
哲
宗
朝
に
宣
仁
太
皇
太
后
（
英
宗
の
皇
竺
が
誌
聖
皇
太
后
の
垂
簾
の
例
に
倣
い
、
内
東
門
に
お
い
て
聴
政
し
た
こ
と
を

伝
え
て
い
る
。
さ
て
、
内
東
門
に
お
い
て
垂
簾
の
故
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
内
東
門
の
管
理
に
与
る
内
東
門
司
が

何
ら
か
の
か
た
ち
で
こ
れ
に
関
与
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
す
る
に
難
く
な
く
、
上
述
し
た
内
東
門
司
の
職
掌
か
ら
し
て
、
恐

ら
く
三
省
・
枢
密
院
の
覆
奏
を
仲
介
す
る
と
い
う
重
い
役
割
を
演
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
内
東
門
は
内
廷
へ
の
唯
一
の
門
戸
で
あ
っ
た
か
ら
、
皇
帝
の
交
替
と
い
う
非
常
事
態
に
当
た
っ
て
ば
、
こ
の
門
の

管
理
の
重
要
性
は
一
段
と
高
ま
っ
た
。
『
長
編
』
巻
五
二
〇
、
哲
宗
・
元
符
三
年
正
月
己
卯
の
条
に
、

　
　
上
崩
於
福
寧
殿
…
…
四
四
、
入
内
内
侍
省
使
臣
四
十
人
、
被
甲
守
内
東
門
。
殿
前
諸
車
指
揮
侠
六
十
人
、
坐
甲
於
内
東
門
之
外
。
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増
新
旧
城
守
門
卒
。
皇
城
司
井
諸
門
、
各
増
親
従
容
。
命
内
侍
省
営
四
人
、
各
部
親
従
容
四
百
人
、
巡
警
禁
中
。
差
容
十
二

　
　
人
、
各
将
甲
土
工
百
人
、
巡
警
皇
城
及
新
旧
城
。
至
威
服
而
罷
。
殿
前
副
指
揮
使
姚
麟
、
乞
守
内
東
門
外
。
従
之
。

と
あ
り
、
哲
宗
の
崩
御
に
当
た
り
、
内
東
門
内
外
の
警
備
が
強
化
さ
れ
、
禁
軍
の
中
核
で
あ
る
殿
前
軍
の
副
部
指
拝
読
が
自
ら
内

東
門
外
で
警
護
の
任
に
就
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
長
編
』
巻
三
五
三
、
神
宗
・
元
豊
八
年
三
月
戊
威
の
条
に
、

　
　
上
崩
子
福
寧
殿
…
…
殿
前
副
部
指
拝
読
燕
達
、
乞
守
宿
内
東
門
外
。
従
之
。

と
あ
り
、
神
宗
の
崩
御
に
当
た
っ
て
も
、
殿
前
副
部
指
揮
読
が
内
東
門
外
の
警
護
に
任
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
更
に
同
月
庚
子
の

条
に
、

　
　
詔
、
在
内
坐
甲
及
内
外
創
添
守
把
捉
門
兵
級
、
今
月
十
三
日
数
罷
。
又
詔
内
東
門
司
、
坐
甲
内
侍
省
使
臣
・
殿
前
指
揮
読
人

　
　
員
及
内
外
創
添
巡
検
守
把
捉
門
兵
級
・
親
従
親
事
容
、
並
賜
茶
酒
銭
有
差
。

と
あ
り
、
哲
宗
崩
御
の
場
合
と
同
様
の
各
種
要
員
が
内
東
門
内
外
の
警
備
に
任
じ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
様
に
皇
帝
崩
御
の

直
後
に
お
い
て
は
、
恐
ら
く
内
廷
に
お
け
る
新
皇
帝
擁
立
工
作
へ
の
外
部
の
妨
害
・
容
嘩
を
排
除
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、

内
東
門
の
警
護
が
甚
だ
し
く
強
化
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
見
る
と
、
内
東
門
は
現
実
政
治
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
も
重
要
な
機
能
を
果
た
し
た
如
く
で
、
そ
の
意
味
に
お
い
て

も
、
こ
の
内
東
門
を
管
理
す
る
内
東
門
司
の
職
任
は
ま
た
重
大
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
要
約
す
る
と
、
内
東
門
司
は
真
宗
朝
に
設
け
ら
れ
た
内
宮
の
宮
衛
で
、
外
廷
最
寄
り
の
内
廷
南
西
偶
に
位
置
し
、
内
東
門

の
管
理
・
御
用
物
資
の
調
達
・
降
出
御
物
の
処
理
お
よ
び
機
密
奏
債
の
接
受
等
を
職
務
と
し
た
。
内
廷
の
出
納
と
渉
外
を
兼
ね
合
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わ
せ
た
が
如
き
機
関
で
あ
り
、
内
廷
に
と
っ
て
甚
だ
重
要
な
官
衛
で
あ
っ
た
。

第
二
章
　
勾
当
内
東
門
司

一
、
高
級
官
資
へ
の
登
龍
門

　
内
東
門
司
の
長
官
は
勾
当
内
東
門
司
と
称
さ
れ
、
入
内
内
侍
省
の
内
宮
が
充
て
ら
れ
た
。
勾
当
内
東
門
司
は
四
員
設
け
ら
れ
、

押
司
官
（
二
員
）
・
前
行
（
五
員
）
・
後
行
（
八
員
）
・
典
（
四
員
）
と
い
っ
た
下
僚
を
従
え
、
司
務
を
統
理
し
た
。
こ
の
項
で
は
勾
当
内

東
門
司
就
狂
者
に
つ
い
て
そ
の
経
歴
を
中
心
に
分
析
を
加
え
た
い
。
勾
当
内
東
門
司
が
内
宮
の
差
遣
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
　
　
一

に
関
す
る
史
料
は
少
な
く
、
管
見
の
限
り
、
就
任
を
確
認
で
き
る
も
の
は
以
下
の
十
九
名
に
過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
真
宗
朝
の
　
　
1
6
8

①
藍
継
宗
・
②
劉
承
規
、
仁
宗
朝
の
③
劉
恢
・
④
劉
温
礼
・
⑤
張
茂
則
・
⑥
張
惟
吉
、
英
宗
朝
の
⑦
高
居
簡
、
神
宗
朝
の
⑧
劉
惟

簡
・
⑨
李
舜
挙
・
⑩
裴
翌
・
⑩
韓
永
式
・
⑩
宋
用
臣
・
⑩
閣
安
・
⑩
老
宗
元
・
⑩
梁
惟
簡
、
哲
宗
朝
の
⑩
陳
街
・
⑥
李
殼
・
⑩
劉

有
益
、
徽
宗
朝
の
⑩
童
貫
で
あ
る
。
こ
の
内
、
『
末
史
』
に
専
示
を
も
つ
者
は
①
・
②
・
⑤
・
⑥
・
⑦
・
⑧
・
⑨
・
⑩
・
⑩
・
⑩
の

十
名
で
、
主
に
彼
ら
を
対
象
に
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
彼
ら
の
経
歴
を
分
析
す
る
際
、
分
類
の
指

標
と
な
る
官
歴
・
職
歴
が
明
確
な
場
合
の
み
こ
れ
を
採
録
し
た
。

　
先
ず
勾
当
内
東
門
司
就
任
時
の
寄
禄
官
及
び
転
出
官
職
を
調
べ
る
に
、
表
出
・
表
個
の
如
く
で
あ
る
。

寄
禄
官
に
つ
い
て
言
え
ば
、
①
藍
継
宗
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
が
従
ハ
品
の
入
内
供
奉
官
で
あ
り
、
勾
当
内
東
門
司
は
入
内
内
侍
省

の
入
内
供
奉
官
の
差
遣
と
考
え
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
次
に
転
出
官
職
に
つ
い
て
は
、
『
宋
史
』
巻
四
六
七
、
張
惟
古
伝
に
、
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表（１）勾当内東門司の寄禄官

就任者 寄　　禄　　官 出　　　　　典

①藍継宗

③　劉恢

⑤張茂則

⑥張惟吉

⑧劉惟簡

⑩　裴翌

⑩韓永式

⑩宋用臣

⑥　李殷

⑩劉有益

⑩　童貫

西京作坊副使

　（入内）東頭供奉官（注１）

　（入内）西頭供奉官

　（入内）西頭供奉官

入内供奉官

入内供奉官

入内東頭供奉官

入内供奉官

入内供奉官

入内東頭供奉官

入内東頭供奉官（注２）

『宋史』巻467、藍継宗伝

『長編』巻185、嘉祐２／５壬辰

『宋史』巻467、張茂則伝

『宋史』巻467、張惟古伝

『長編』巻271、煕寧8/12丁末

『長編』巻262、煕寧８／４丙寅

『長編』巻306、元豊３／７甲戌

『長編』巻341、元豊6/11乙部

『長編』巻501、元符１／８突部

『長編』巻510、元符２／５乙部

r続資治通鑑長編拾補丿巻22･23

備考（１）寄繰言の確認できるものはすべて採録した。

　　　（２）（注１）づ注２）は巻末の註（30）・（31）を参照。

　
　
張
惟
吉
…
…
領
内
東
門
司
…
…
時
議
復
用
李
諮
檜
茶
算
維
法
。
乃

　
　
以
惟
吉
為
内
殿
崇
班
、
復
監
棟
貨
務
。
凡
内
侍
領
内
束
門
、
次
遷

　
　
勾
当
御
薬
院
。
而
惟
吉
後
進
官
。
衆
以
為
薄
、
惟
吉
欣
然
就
職
。

と
あ
り
、
仁
宗
朝
で
は
勾
当
内
束
門
司
に
就
任
し
た
者
は
勾
当
御
薬
院

に
転
出
す
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
と
言
う
が
、
次
頁
の
表
閃
か
ら
も
十

分
そ
の
傾
向
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
嘗
っ
て
こ

の
勾
当
御
薬
院
に
つ
い
て
些
か
考
察
し
、
①
そ
れ
が
皇
帝
の
御
薬
を
掌

る
御
薬
院
の
長
官
で
あ
り
、
そ
の
職
掌
が
ら
皇
帝
の
最
頼
側
近
官
僚
と

し
て
の
特
性
を
具
有
し
て
い
た
こ
と
、
②
そ
し
て
臨
時
に
外
廷
に
お
け

る
軍
事
・
財
政
の
重
要
部
局
に
差
充
さ
れ
、
広
範
に
し
て
重
い
権
限
を

与
え
ら
れ
て
諸
業
務
を
監
督
・
監
視
或
は
管
理
す
る
が
如
き
要
務
に
携

わ
り
、
皇
帝
独
裁
体
制
維
持
に
寄
与
し
た
こ
と
、
③
そ
れ
故
、
皇
帝
の

恩
寵
を
蒙
り
、
内
宮
の
要
職
・
高
仮
宮
資
を
得
る
者
や
武
班
の
最
高
位

で
あ
る
遥
郡
・
正
任
に
昇
る
者
を
輩
出
し
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し

た
。
然
ら
ば
、
勾
当
内
束
門
司
は
か
か
る
勾
当
御
薬
院
へ
の
登
龍
門
的

ポ
ス
ト
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
内
廷
・
外
廷
の
要
職
・
高
級
官
資
を
将
来

約
束
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
『
宋
会
要
』
職
官
三
六
、
内
侍
省
の
項
が
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表（２）勾当内東門司の転出官職

就任者 転　出　官　職 出　　　　　典

①藍継宗

⑤張茂則

⑥張惟吉

⑦　高居簡

⑨李舜挙

⑩　閣安

⑩諌街

入内副都知

領御薬院

監棺貨務（注１）

幹当御薬院

幹当御薬院

勾当御薬院

領御薬院（注２）

『宋史』巻467、藍継宗伝

『宋史』巻467、張茂則伝

『宋史』巻467、張惟古伝

『宋史』巻468、高居簡伝

『宋史』巻467、李舜挙伝

『長編』巻354、元豊８／４辛末

『末史』巻468、陸行伝

備考（１）転出官職が確認できるものはすべて採録した。

　　　（２）（注１）・（注２）は巻末の註（34）・（35）を参照。

引
く
『
神
宗
正
史
』
職
宿
志
に
、

　
　
身
願
進
外
宮
者
、
推
恩
加
等
。
道
至
内
殿
崇
班
、
則
寄
理
資
級
。
押
班
以
上
秩

　
　
高
者
、
加
昭
官
一
・
宣
政
・
宣
慶
・
景
福
殿
・
建
網
宿
便
、
領
刺
史
至
観
察
留
後

　
　
止
。
其
要
近
縁
任
、
則
章
善
閣
・
延
福
宮
、
道
後
苑
、
次
龍
図
天
章
宝
文
閣
・

　
　
東
門
司
・
御
薬
院
、
乃
除
帯
御
器
械
或
押
班
。
百
道
除
皆
検
勘
、
上
枢
密
院
。

と
あ
り
、
内
宮
の
押
班
以
上
が
与
え
ら
れ
る
諸
宮
、
及
び
「
要
近
縁
任
」
の
差
遣
の

順
序
等
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
勾
当
内
東
門
司
が
勾
当
御
薬
院
を
経
て
押
班
に
昇
る

こ
と
、
押
班
と
な
っ
た
後
に
昭
宣
便
以
上
の
諸
便
や
逼
郡
・
正
任
を
加
え
ら
れ
る
場
　
　
一

合
も
あ
っ
た
こ
と
等
が
窺
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
勾
当
内
束
門
司
経
験
者
が
実
際
に
そ
　
　
1
7
0

の
様
な
高
級
宮
資
を
獲
得
し
た
も
の
か
ど
う
か
、
上
記
就
任
者
の
経
歴
に
照
ら
し
て
　
　
一

確
認
し
て
み
よ
う
。
省
長
、
す
な
わ
ち
入
内
内
侍
省
・
内
侍
省
の
長
官
ク
ラ
ス
（
正
六

品
）
、
昭
宣
便
以
上
の
諸
徳
（
正
五
品
乃
至
正
六
品
）
、
及
び
武
班
階
の
最
高
位
で
あ
る
逼

郡
‘
正
江
（
従
二
品
乃
至
従
五
斜
）
の
拝
命
状
況
を
整
理
す
る
に
ヽ
次
表
の
如
く
で
あ

　
表
即
・
圃
・
㈲
に
よ
れ
ば
、
『
宋
史
』
に
専
伝
を
持
ち
経
歴
を
十
分
確
認
で
き
る
者

の
内
、
天
寿
を
全
う
し
た
者
の
ハ
割
以
上
が
省
長
に
就
任
し
、
五
割
以
上
が
昭
宣
便

等
を
拝
命
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
遥
郡
・
正
任
に
つ
い
て
は
、
格
の
ば
ら
つ
き



内東門司考

表（３）省長就任者

就任者(専伝) 省　　　　　長 死因 出　　　　典

①藍継宗

②劉承規

⑤張茂則

⑥　張惟吉

⑦　高居簡

⑧劉惟簡

⑨李舜挙

⑩宋用臣

⑩膝行

⑩童貫

入内副都知・内侍省右班部知

人内部知

内侍押班・（内侍）副部知

両省都鄙知

内侍押班・入内都知

内侍押班

入内押班・内侍押班

内侍押班・入内押班

内侍押班・入内副都知

卒

卒

卒

卒

卒

卒

戦死

　卒

刑死

刑死

『宋史』巻467、藍継宗伝

『宋史』巻467、張茂則伝

『宋史』巻467、張惟古伝

『宋史』巻468、高居簡伝

（注１）

『宋史』巻467、李舜挙伝

（注２）

⑩閣安

⑩梁惟簡

内侍押班

内侍押班・入内押班

（注３）

（注４）

（１）⑩⑩を除き、『末史』に専伝を持ち、経歴を確認できる者を対象とした。

（２）（注１）～（注４）は巻末の註（39）～（42）を参照。

備考

こ
そ
あ
る
が
、
全
員
が
こ
れ
を
拝
命
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
従
っ
て
、
確
か
に
勾
当
内
東
門
司
は
内
廷
の
要
職
・
高

級
官
資
に
昇
る
登
龍
門
で
あ
り
、
外
廷
武
班
階
の
高
級
官
資

を
得
る
た
め
の
侵
略
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
勾
当
内
東
門
司
経
験
者
が
逼
郡
・
正
任
を
拝

命
す
る
に
至
っ
た
に
つ
い
て
は
、
『
長
編
』
巻
一
九
二
、
仁
宗
・

嘉
祐
五
年
十
一
月
辛
仰
の
条
に
、

　
　
　
（
殿
中
侍
御
史
、
呂
）
海
又
言
、
伏
間
、
以
前
諸
間
分

　
　
内
品
之
類
、
不
過
一
二
十
人
。
比
来
増
及
数
倍
。
除
身

　
　
分
俸
外
、
更
請
本
間
料
銭
。
四
時
衣
服
、
又
破
三
司
折

　
　
食
価
銭
。
冗
費
甚
多
。
祭
此
歴
天
章
間
・
後
苑
・
内
東

　
　
門
・
御
薬
院
、
最
為
優
厚
。
成
因
監
都
督
功
、
坐
一
切

　
　
小
労
、
優
理
績
効
、
得
聖
旨
雨
下
、
則
超
資
陳
等
、
謂

　
　
之
間
転
。
自
内
品
供
奉
、
不
数
年
間
、
授
諸
司
侵
、
逼

　
　
領
刺
史
防
団
之
任
…
…
既
与
之
間
転
、
俸
禄
暗
面
増
給
。

　
　
如
此
濫
進
、
非
特
乱
先
朝
之
典
制
。
敏
之
前
古
、
亦
末

　
　
之
間
。
当
陛
下
即
位
之
初
、
太
后
臨
朝
。
命
出
帷
幄
、

171



ｒ’

表（４）昭宣使等拝命者

就任者(専伝) 昭　宣　等　使 死因 出　　　　　典

①藍継宗

②劉承規

⑤張茂則

⑥張惟吉

⑦　高居簡

⑧劉惟簡

⑨李舜挙

⑩宋用臣

⑩陳街

⑩童貫

昭宜快・宣欣快・宣慶快

景福殿快

昭宣快・宣政快・景福殿使

昭宣快・幹当延福吉

昭宣快・宣欣快

卒

卒

卒

卒

卒

卒

戦死

　卒

刑死

刑死

『宋史』巻467、藍継宗伝

『宋史』巻466、劉承規伝

『宋史』巻467、劉惟簡伝

（注１）

備考 （1）r末史』に専伝を持ち、経歴を確認できる者を対象とした。

（２）（注１）は巻末の註（43）を参照。

表（５）遷郡・正任拝命者

就任者(専伝) 遥郡・正任 死因 出　　　　　典

①藍継宗

②劉承規

⑤張茂則

⑥張惟吉

⑦高居簡

⑧劉惟簡

⑨李舜挙

⑩宋用臣

⑩陳街

⑩童貫

会州刺史･高州団練使･志州防禦使

邑州観察使

昭州団練使・長州防禦使・応州観察使

新州観察使・安遺筆節度観察留後

果州団練使・寧国軍留後

患州刺史・果州団練使

志州刺史

康州刺史

文州刺史・嘉州団練使

豊州防禦使･濠州刺史･蔡州観察使

文州刺史

襄州観察使･武康軍節度使･武信･武寧

護国･河東･山南東道･剣南･東川等九鎮

卒

卒

卒

卒

卒

卒

戦死

　卒

刑死

刑死

『宋史』巻467､藍継宗伝

r宋史』巻466､劉承規伝

r宋史』巻467、張交則伝

r末史丿巻467､張惟古伝

『宋史』巻468､高居簡伝

r宋史』巻467､劉惟簡伝

『宋史』巻467､李舜挙伝

『宋史』巻467､宋用臣伝

『宋史』巻468､陳街伝

『宋史』巻468､童貫伝

備考
（

（

１）『宋史』に専伝を持ち、経歴を確認できる者を対象とした。

２）列伝の記事からは逼郡と正任の弁別が困難なので、両者区別せず採録した。
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威
福
仮
於
言
竪
。
斜
封
墨
散
、
授
之
匪
人
、
故
外
庭
鮮
得
聞
知
。
疑
聞
転
之
例
、
自
茲
而
始
…
…
笠
ハ
闇
転
俸
給
一
切
非
例
、

　
　
並
乞
裁
罷
。

と
あ
り
、
殿
中
待
御
史
呂
海
の
上
言
よ
れ
ば
、
「
闇
転
」
と
称
さ
れ
る
恩
寵
を
背
景
と
し
た
人
事
の
然
ら
し
め
た
結
果
で
あ
る
と
言

う
。
上
言
の
中
で
待
遇
の
優
厚
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
勾
当
御
薬
院
以
下
の
勾
当
宮
は
、
時
に
内
宮
の
寄
禄
宮
体
系
に
在
り
な
が

ら
、
そ
れ
よ
り
品
位
の
高
い
外
廷
の
武
班
寄
繰
言
を
寄
資
宮
と
し
て
拝
受
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
『
長
編
』
巻
四
五
六
、

元
祐
六
年
三
月
突
酉
の
条
の
「
入
内
内
侍
省
内
東
頭
供
奉
盲
管
当
御
薬
院
寄
供
備
庫
使
陳
街
」
な
る
記
事
は
、
上
述
⑩
の
陳
街
が

入
内
供
奉
宮
（
従
ハ
品
）
の
内
廷
班
序
に
在
っ
て
、
武
班
諸
司
使
階
の
供
備
庫
使
（
正
七
品
）
に
寄
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
所
謂
「
闇
転
」
で
あ
り
、
呂
海
の
言
う
が
如
く
、
こ
の
恩
典
に
与
れ
ば
寄
資
宮
相
当
の
俸
給
が
与
え
ら
れ
た
。
内
　
　

一

宮
の
寄
繰
宮
体
系
は
、
従
九
品
の
内
品
・
黄
門
・
高
班
、
正
九
品
の
高
品
・
殿
頭
、
従
ハ
品
の
内
西
頭
供
奉
宮
・
内
東
頭
供
奉
宮
　
　

1
7
3

　
　
　
　
　
（
4
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
　
一

よ
り
成
っ
て
い
た
が
、
内
宮
の
転
宿
規
定
に
従
え
ば
、
供
奉
宮
が
一
転
す
る
の
に
十
年
、
黄
門
・
高
品
は
三
十
年
を
要
し
た
と
言

う
。
従
っ
て
呂
海
の
指
摘
す
る
が
如
く
、
内
品
・
供
奉
宮
が
数
年
な
ら
ず
し
て
正
七
品
の
諸
司
使
や
従
五
品
以
上
の
遥
郡
を
拝
命

す
る
こ
と
は
、
甚
だ
異
例
の
昇
進
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
『
長
編
』
巻
三
四
一
、
神
宗
・
元
豊
六
年
十
一
月
乙
仰
の
条
に
、

　
　
人
内
供
奉
宮
寄
皇
城
使
登
州
防
禦
使
勾
当
内
東
門
司
宋
用
臣
、
勾
当
御
薬
院
。

と
あ
り
、
従
ハ
品
の
人
内
供
奉
宮
で
勾
当
内
東
門
司
の
宋
用
臣
が
、
正
七
品
の
皇
城
使
に
寄
り
、
正
四
品
の
登
州
防
禦
使
を
領
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
勾
当
内
束
門
司
就
任
者
が
闇
転
に
よ
り
高
級
宮
資
を
獲
得
し
た
代
表
的
な
例
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
様
に
勾
当
内
東
門
司
が
出
世
コ
ー
ス
上
の
差
遣
と
し
て
の
地
位
を
得
る
に
至
っ
た
に
つ
い
て
は
、
内
東
門
司
の
職

掌
の
与
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
る
。
内
東
門
司
が
、
内
廷
に
お
け
る
外
臣
接
見
の
場
で
あ
り
垂
簾
の
政
に
お
け
る
正
貨
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と
も
な
る
内
東
門
を
管
理
し
、
内
廷
の
出
納
と
渉
外
の
任
務
を
兼
ね
る
が
如
き
重
要
な
官
衛
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
前

掲
『
神
宗
正
史
』
が
勾
当
内
東
門
司
を
「
要
近
職
任
」
の
Ｉ
つ
と
し
て
認
識
し
た
こ
と
は
十
分
首
肯
さ
れ
る
。
皇
帝
や
太
皇
太
后
・

皇
太
后
等
皇
族
に
と
っ
て
、
か
か
る
職
任
に
充
当
す
る
人
材
は
恵
実
に
し
て
廉
潔
な
る
者
こ
そ
望
ま
し
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
様
な
属
性
の
者
が
職
に
就
け
ば
、
皇
室
の
恩
寵
に
浴
し
要
職
・
高
位
を
歴
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
『
宋
史
』
巻
四
六
七
、
藍
継
宗
伝
に
、

　
　
　
（
藍
）
継
宗
事
四
朝
、
謙
謹
白
持
、
毎
領
職
末
久
稗
請
罷
…
…
皿
恐
猫
殿
置
使
、
自
火
中
祥
符
間
至
継
宗
、
授
者
襖
三
人
。

と
あ
り
、
ま
た
同
書
巻
四
六
六
、
劉
承
規
伝
に
、

　
　
　
（
劉
）
承
規
事
三
朝
、
以
精
力
聞
。
楽
較
簿
領
、
孜
孜
無
倦
…
…
自
寝
疾
、
惟
以
公
家
之
務
為
念
、
遺
奏
求
免
贈
賄
。
詔
葬
。

　
　
上
甚
嵯
借
之
、
遣
内
臣
与
鴻
謔
典
喪
、
親
為
祭
文
。

と
あ
り
、
更
に
同
書
巻
四
六
七
、
李
舜
挙
伝
に
、

　
　
　
（
李
）
舜
挙
…
…
在
御
薬
院
十
四
年
。
神
宗
官
舎
、
李
舜
挙
公
恵
奉
上
、
恭
勤
検
身
、
終
始
惟
一
、
以
安
以
栄
、
十
九
字
、

　
　
賜
之
。

と
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
勾
当
内
東
門
司
経
験
者
の
①
藍
継
宗
・
②
劉
承
規
・
⑨
李
舜
挙
の
忠
実
さ
と
彼
ら
に
対
す
る
皇
帝
の
信
頼

の
深
さ
、
恩
寵
の
厚
さ
を
伝
え
て
い
る
。
枢
密
院
事
を
領
し
兵
権
を
握
る
こ
と
二
十
年
、
蔡
京
と
結
託
し
て
権
勢
を
肆
に
し
、
蔡

京
の
「
公
相
」
に
対
し
「
姐
相
」
と
称
さ
れ
た
童
貫
の
如
き
は
、
内
東
門
司
を
足
場
に
栄
達
を
遂
げ
た
最
た
る
者
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
要
約
す
る
に
、
内
東
門
司
の
長
官
で
あ
る
勾
当
内
束
門
司
は
、
入
内
内
侍
省
の
入
内
供
奉
官
の
差
遣
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
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職
狂
の
重
要
性
か
ら
特
に
忠
実
な
人
材
が
起
用
さ
れ
た
。
就
狂
者
は
皇
室
の
厚
い
信
頼
の
下
に
破
格
の
恩
寵
を
賜
り
、
そ
の
中
か

ら
内
廷
や
外
廷
の
要
職
・
高
後
宮
資
に
昇
る
も
の
を
輩
出
し
た
。
内
宮
は
そ
も
そ
も
皇
室
の
家
僕
的
存
在
で
あ
る
か
ら
、
本
質
に

お
い
て
皇
帝
の
側
近
と
し
て
の
属
性
を
具
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
就
中
、
こ
の
勾
当
内
東
門
司
就
任
者
は
そ
の
職
掌
の
特
殊

性
と
彼
ら
の
忠
誠
心
か
ら
し
て
、
皇
帝
や
皇
室
に
と
っ
て
内
宮
の
中
で
も
最
も
信
頼
で
き
る
臣
僚
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

二
、
勾
当
内
東
門
司
の
外
廷
に
お
け
る
活
動

　
勾
当
内
東
門
司
は
内
東
門
司
を
統
理
す
る
と
い
う
本
来
の
職
務
の
外
に
、
臨
時
の
任
務
を
委
ね
ら
れ
行
動
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
の
項
で
は
そ
の
様
な
活
動
の
内
、
特
に
外
廷
に
お
け
る
そ
れ
に
注
目
し
た
い
。

　
（
イ
）
将
兵
の
技
閲

　
　
『
長
編
』
巻
三
四
七
、
元
豊
七
年
七
月
辛
丑
の
条
に
、

　
　
詔
、
遣
官
於
河
北
河
東
路
、
依
格
技
閲
第
一
番
保
甲
事
芸
。
四
方
館
使
唐
州
刺
史
曹
誦
・
入
内
内
侍
省
東
頭
供
奉
官
勾
当
内

　
　
東
門
司
間
安
、
河
北
東
西
路
。
東
上
開
門
使
枢
密
副
都
承
旨
張
山
甫
・
入
内
内
侍
省
東
頭
供
奉
官
勾
当
御
薬
院
劉
惟
簡
、
河

　
　
東
路
。

と
あ
り
、
ま
た
同
書
巻
五
〇
一
、
哲
宗
・
元
符
元
年
八
月
突
卯
の
条
に
、

　
　
詔
、
差
内
侍
省
押
班
開
安
、
替
入
内
供
奉
官
勾
当
内
東
門
司
李
股
、
按
閲
開
封
府
界
京
東
路
将
兵
。

と
あ
っ
て
、
勾
当
内
東
門
司
の
閣
安
が
河
北
東
西
路
の
保
甲
を
、
李
股
が
京
東
路
の
将
兵
を
そ
れ
ぞ
れ
巡
回
・
閲
兵
し
た
こ
と
が
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知
ら
れ
る
。

　
（
ロ
）
行
宮
・
沿
辺
の
勾
当
公
事
及
び
治
安
・
防
衛
の
職
任

　
　
『
長
編
』
巻
二
七
一
、
神
宗
・
煕
寧
八
年
十
二
月
丁
未
の
条
に
、

　
　
上
始
聞
欽
州
陥
…
…
ｔ
平
人
内
供
奉
宮
勾
当
内
東
門
司
劉
惟
簡
、
往
広
南
西
略
、
体
量
勾
当
公
事
。

と
あ
り
、
交
趾
の
広
西
侵
攻
に
当
た
り
、
勾
当
内
東
門
司
の
劉
惟
簡
が
広
南
西
略
の
勾
当
公
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
勾
当
公
事
は
、
『
宋
史
』
巻
二
六
七
、
李
舜
挙
伝
に
よ
れ
ば
、

　
　
李
舜
挙
…
…
（
安
南
行
宮
経
略
招
討
使
）
郭
達
討
交
州
、
以
為
広
西
幹
当
公
事
。
軍
中
之
政
、
得
与
講
画
。
或
疾
置
入
朝
、

　
　
秦
受
成
算
。

と
あ
っ
て
、
行
宮
の
軍
政
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、
行
宮
と
朝
廷
と
の
間
を
往
来
し
て
指
令
部
の
方
針
を
行
宮
に
伝
達
し
軍
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
職
任
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
『
長
編
』
巻
二
八
三
、
神
宗
・
煕
寧
十
年
六
月
己
卯
の
条

に
、
　
　
上
批
、
安
南
行
宮
勾
当
公
事
李
舜
挙
、
走
馬
承
受
劉
惟
簡
・
韓
永
式
、
可
並
与
転
両
官
。
見
寄
資
者
価
寄
資
。

と
あ
り
、
そ
の
後
、
劉
惟
簡
は
安
南
行
宮
の
走
馬
承
受
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
走
馬
承
受
は
行
宮
や
沿
辺
屯
駐
軍
及
び

軍
政
略
に
置
か
れ
た
軍
事
監
察
機
関
で
あ
る
が
、
劉
惟
簡
の
場
合
、
交
趾
の
広
西
侵
攻
当
初
に
お
い
て
、
先
ず
勾
当
公
事
と
し
て

現
地
に
派
遣
さ
れ
朝
廷
の
意
を
体
し
て
当
面
の
処
理
に
当
た
り
、
次
い
で
正
式
に
安
南
行
官
軍
が
編
成
・
派
遣
さ
れ
る
と
、
そ
の

ま
ま
こ
れ
の
走
馬
承
受
と
な
り
、
行
官
軍
の
該
察
と
朝
廷
・
行
宮
間
の
連
絡
に
任
じ
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
様
な
勾
当
公
事
の

事
例
を
他
に
挙
げ
て
み
る
と
、
『
長
編
』
巻
三
〇
三
、
神
宗
・
元
豊
三
年
三
月
戊
申
の
条
に
、
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（
濃
州
蛮
）
乞
弟
進
攻
囲
羅
箇
牟
村
…
…
梓
篭
絡
都
監
王
宣
…
…
道
教
戎
濃
等
州
都
巡
検
王
謹
言
・
江
安
駐
泊
都
監
郭
晏
、

　
　
悉
以
兵
会
・
：
‘
：
】
七
日
梓
襲
踏
鈴
轄
司
言
、
宣
等
全
軍
戦
没
。
詔
入
内
供
奉
官
勾
当
内
東
門
韓
永
式
、
往
濃
州
体
量
公
事
。

と
あ
り
、
六
日
後
の
甲
寅
の
条
に
、

　
　
入
内
供
奉
官
濃
州
勾
当
公
事
韓
永
式
、
乞
差
煕
河
都
虞
候
呂
翌
為
指
使
。

と
あ
っ
て
、
濃
州
蛮
乞
弟
の
擾
乱
に
際
し
、
勾
当
内
東
門
司
の
韓
永
式
が
濃
州
に
派
遣
さ
れ
勾
当
公
事
に
任
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
で
、
同
書
巻
三
〇
六
、
三
年
七
月
成
子
の
条
に
、

　
　
詔
、
入
内
供
奉
官
韓
永
式
、
近
差
往
濃
州
勾
当
。
今
已
回
。
可
再
差
都
大
経
制
濃
州
夷
賊
司
、
照
管
車
馬
。

と
あ
り
、
四
ヶ
月
後
、
韓
永
式
は
都
大
経
制
濃
州
夷
賊
司
に
差
派
さ
れ
、
軍
馬
を
照
管
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

言
う
「
照
管
軍
馬
」
と
は
、
同
書
三
一
四
、
元
豊
四
年
七
月
甲
辰
の
条
に
、

　
　
詔
、
斬
四
方
館
使
志
州
団
練
使
韓
存
賓
於
濃
州
。
入
内
東
頭
供
奉
官
韓
永
式
、
除
名
配
沙
門
岳
・
：
…
先
是
、
存
賓
経
制
濃
州

　
　
蛮
賊
無
功
。
而
永
式
照
管
軍
馬
、
実
同
其
事
。

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
都
人
経
制
濃
州
夷
賊
司
の
長
官
と
同
じ
く
句
務
に
与
る
こ
と
を
意
味
し
た
如
く
で
あ
る
。
勾
当
公
事
の
事
例

を
い
ま
丁
汗
挙
げ
る
と
、
『
続
資
治
通
鑑
長
編
拾
補
』
巻
二
二
、
教
宗
・
崇
寧
二
年
七
月
壬
午
の
条
に
、

　
　
東
上
開
門
副
使
知
河
州
権
煕
河
蘭
会
絡
経
略
司
王
厚
、
為
威
州
団
練
使
知
煕
州
。
入
内
東
頭
供
奉
官
煕
河
蘭
会
絡
勾
当
公
事

　
　
童
貫
、
転
入
内
皇
城
使
果
州
刺
史
、
依
前
煕
河
蘭
会
絡
勾
当
公
事
。

と
あ
り
、
青
唐
の
奪
回
に
当
た
り
、
入
内
東
頭
供
奉
官
の
童
貫
が
煕
河
蘭
会
絡
勾
当
公
事
に
任
じ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と

こ
ろ
で
、
同
書
巻
二
三
、
崇
寧
三
年
五
月
乙
丑
の
条
に
、
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成
州
団
線
㈲
知
照
州
兼
権
発
遍
照
河
蘭
会
時
経
略
安
泰
司
事
措
置
辺
事
王
厚
、
為
武
勝
軍
留
後
照
河
蘭
会
時
経
略
安
泰
司
兼

　
　
知
照
州
。
昭
宣
使
成
州
団
練
使
勾
当
内
東
門
司
煕
河
蘭
会
時
間
措
置
辺
事
童
貫
、
為
景
福
殿
使
襄
州
観
察
使
、
依
旧
勾
当
内

　
　
東
門
司
。
詔
、
以
厚
貫
提
兵
出
塞
、
曾
来
数
月
、
青
唐
一
国
境
土
尽
復
。
故
有
是
賞
。

と
あ
っ
て
、
童
貫
が
勾
当
内
東
門
司
の
職
に
在
っ
て
照
河
蘭
会
時
間
措
置
辺
事
に
任
じ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の
記

事
が
童
貫
の
勾
当
公
事
在
任
を
伝
え
た
先
の
記
事
の
十
ケ
月
後
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
間
、
童
貫
は
終
始
前
線
を
離
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
先
の
記
事
に
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
照
河
蘭
会
時
勾
当
公
事
在
任
が
確
認
さ

れ
る
崇
寧
二
年
七
月
の
時
点
で
、
す
で
に
童
貫
は
勾
当
内
東
門
司
の
職
に
在
っ
た
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
と
こ
ろ

で
、
童
貫
が
勾
当
公
事
の
後
に
拝
命
し
た
同
措
置
辺
事
は
、
そ
の
字
義
か
ら
し
て
、
権
発
遍
照
河
蘭
会
時
経
略
安
泰
司
事
の
王
厚

と
同
じ
く
辺
事
を
措
置
す
る
職
任
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
、
童
貫
に
与
え
ら
れ
た
権
限
の
重
さ
が
窺
わ
れ
る
。

　
以
上
が
勾
当
内
東
門
司
の
外
廷
に
お
け
る
活
動
の
中
で
、
そ
の
特
色
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
本
来
の
職

務
以
外
の
活
動
を
、
徴
し
得
た
限
り
で
列
挙
し
て
み
る
と
、
山
稜
に
関
す
る
職
事
、
勾
当
留
司
皇
城
司
、
手
詔
の
伝
達
、
皇
帝
殿

祗
候
・
太
皇
太
后
殿
祗
候
等
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
以
上
要
約
す
る
に
、
勾
当
内
東
門
司
は
本
来
の
職
務
の
外
に
臨
時
に
種
々
の
任
務
を
拝
命
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も

外
廷
に
お
け
る
活
動
で
注
目
さ
れ
る
も
の
に
、
①
将
兵
の
巡
閲
と
②
行
宮
軍
或
は
最
前
線
軍
制
路
の
勾
当
公
事
・
都
人
経
制
夷
賊

司
の
照
管
軍
馬
及
び
同
措
置
辺
事
な
る
職
任
が
あ
っ
た
。
こ
の
内
②
は
勾
当
内
東
門
司
の
外
廷
活
動
を
特
徴
づ
け
る
職
任
と
考
え

ら
れ
、
い
ず
れ
も
作
戦
方
面
の
軍
政
に
そ
の
長
官
と
同
じ
く
参
画
し
得
る
と
い
う
特
色
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
『
宋
史
』
巻
四
六
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ハ
、
童
貴
伝
は
、
童
貴
の
煕
河
蘭
会
路
勾
当
公
事
任
用
の
経
緯
を
伝
え
て
、

　
　
　
（
蔡
）
京
既
相
賛
、
策
取
青
唐
。
因
言
、
（
童
）
貴
官
十
使
映
右
、
審
五
路
事
宜
、
与
諸
将
之
能
否
為
最
。
悉
力
薦
之
。
合
兵

　
　
十
万
、
命
王
厚
専
閑
寄
、
百
貨
用
李
憲
故
事
、
監
其
軍
。

と
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
正
に
監
軍
的
職
任
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
つ
ま
り
勾
当
内
東
門
司
は
、
上
述
し
た
如
き
皇
帝
・
皇
室

の
厚
い
信
任
を
背
景
に
、
重
要
な
軍
事
行
動
に
際
し
て
は
、
監
軍
と
し
て
の
任
務
を
帯
び
、
指
揮
官
以
下
の
軍
務
を
監
督
し
、
皇

帝
・
皇
室
の
意
図
を
軍
政
上
に
忠
実
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
活
動
し
た
わ
け
で
あ
る
。

結
　
語

　
小
論
で
は
、
末
代
の
史
料
に
散
見
さ
れ
る
内
束
門
司
及
び
勾
当
内
東
門
司
に
つ
い
て
些
か
考
察
し
た
。
内
東
門
司
は
内
廷
へ
の

轍
二
の
門
戸
、
内
東
門
を
管
理
す
る
重
要
な
官
衛
で
あ
り
、
そ
の
長
官
た
る
勾
当
内
東
門
司
は
職
務
の
性
格
上
、
謹
直
に
し
て
忠

実
な
人
材
が
選
任
さ
れ
た
。
勾
当
内
東
門
司
は
そ
の
職
務
と
就
任
者
の
属
性
か
ら
し
て
皇
帝
・
皇
室
の
最
頼
側
近
官
僚
と
し
て
の

特
性
を
具
え
て
い
た
と
言
え
、
そ
れ
故
、
重
要
な
軍
事
行
動
に
際
し
て
は
、
臨
時
に
監
軍
的
任
務
を
拝
命
し
、
皇
帝
・
皇
室
の
政

治
方
針
を
作
戦
方
面
の
軍
政
に
忠
実
に
反
映
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
勾
当
内
東
門
司
は
勾
当
御
薬
院
と
同
様
に

宋
朝
皇
帝
独
裁
体
制
の
維
持
に
寄
与
し
た
と
言
え
よ
う
。
か
か
る
機
能
は
前
掲
『
神
宗
正
史
』
が
「
要
近
職
任
」
と
し
て
挙
げ
た

章
善
閣
・
延
福
官
・
後
苑
・
龍
図
天
章
閣
宝
文
閣
・
（
内
）
束
門
司
・
御
薬
院
の
勾
当
官
に
一
様
に
指
摘
で
き
る
特
質
と
考
え
ら
れ
、

そ
れ
ら
は
全
内
容
一
八
○
名
の
中
に
在
っ
て
、
皇
帝
・
皇
室
の
最
頼
側
近
集
団
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
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註
（
Ｉ
）
　
小
岩
井
弘
光
「
北
宋
の
使
臣
に
つ
い
て
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
四

　
　
八
、
一
九
八
二
）
、
梅
原
部
「
末
代
の
武
官
」
（
『
東
方
学
報
』
〈
京

　
　
部
〉
五
六
、
一
九
八
四
）
。
な
お
、
梅
原
氏
の
高
論
は
補
訂
の
う
え

　
　
氏
の
大
作
『
末
代
官
僚
制
度
研
究
』
（
同
朋
舎
、
Ｔ
几
八
五
）
に
第

　
　
二
章
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
本
稿
で
引
用
す
る
梅
原

　
　
論
文
と
は
こ
れ
を
指
す
。

（
２
）
　
拙
稿
「
北
末
三
班
使
臣
考
」
（
『
別
府
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』

　
　
七
、
一
九
八
八
）
、
同
「
寄
班
祗
候
考
」
（
別
府
大
学
『
史
学
論
叢
』

　
　
一
九
、
Ｔ
几
八
九
）
。

（
３
）
　
史
例
が
多
数
に
の
ぼ
る
の
で
、
宋
初
の
事
例
二
、
三
を
示
こ
と

　
　
に
す
る
。
先
ず
軍
事
面
で
は
、
『
長
編
』
巻
一
三
、
太
祖
・
乾
徳
五

　
　
年
八
月
己
亥
の
条
に
、

　
　
　
　
初
下
嶺
南
、
所
在
賊
起
。
偽
開
封
楽
範
土
栄
司
思
瓊
等
、
各

　
　
　
　
聖
衆
負
海
為
乱
。
尹
崇
珂
領
兵
撃
之
。
上
遣
中
使
李
神
祐
督

　
　
　
　
戦
。
数
月
尽
平
其
党
。

　
　
と
あ
り
、
太
祖
朝
、
嶺
南
の
土
豪
の
反
乱
に
際
し
、
中
使
李
神
祐

　
　
が
征
討
軍
を
督
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
職
任
は

　
　
行
宮
部
監
・
監
押
の
職
に
当
た
り
、
そ
れ
ら
は
武
班
の
一
般
的
差

　
　
遣
で
あ
っ
た
。
因
に
『
末
史
』
李
神
祐
伝
（
巻
四
六
六
）
に
よ
れ
ば
、

　
　
こ
の
時
、
李
神
祐
は
殿
頭
高
品
で
あ
っ
た
と
言
う
。
ま
た
、
同
書

-ヽ-

　
巻
一
六
、
太
祖
・
開
宝
八
年
十
二
月
己
亥
の
条
に
、

　
　
　
李
継
隆
：
：
自
江
南
兵
起
、
数
往
来
：
：
時
軍
中
使
臣
・
内

　
　
　
侍
、
凡
十
数
輩
、
皆
伺
城
陥
献
捷
。
会
有
機
事
当
入
奏
、
皆

　
　
　
不
願
行
。
継
隆
独
請
赴
関
（
闘
か
）
。

　
と
あ
り
、
太
祖
朝
、
南
唐
攻
略
の
前
線
に
内
侍
が
朝
廷
と
の
連
絡

　
要
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
か
か
る
職
任

　
は
走
馬
承
受
公
事
の
職
に
当
た
り
、
後
に
や
は
り
武
班
の
一
般
的

　
差
遣
と
な
る
。
次
に
財
政
面
で
は
、
同
書
の
同
年
十
二
月
己
亥
の

　
条
に
、

　
　
　
杖
殺
内
班
董
足
跡
。
坐
監
車
宿
務
、
盗
栃
粟
累
鍼
数
十
万
。

　
　
　
鞠
之
、
得
実
故
也
。

　
と
あ
り
、
内
班
董
足
跡
が
車
宿
務
の
監
当
官
に
任
じ
て
い
た
こ
と

　
が
知
ら
れ
る
。
監
当
官
も
武
班
の
一
般
的
差
遣
で
あ
る
。
次
に
警

　
察
業
務
で
は
、
『
長
編
』
巻
七
〇
、
真
宗
・
人
中
祥
符
元
年
九
月
己

　
巳
の
条
に
、

　
　
　
命
殿
頭
高
品
同
文
質
、
推
挙
侠
西
賊
盗
事
。

　
と
あ
り
、
や
や
時
代
は
降
ろ
が
、
真
宗
朝
に
殿
頭
高
品
周
文
質
が

　
推
挙
映
西
賊
盗
事
に
任
じ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

４
）
　
『
宋
史
』
巻
一
六
六
、
職
宿
志
、
入
内
内
侍
省
・
内
侍
省
の
項

５
）
　
内
侍
班
院
が
内
侍
省
と
改
称
さ
れ
た
の
は
こ
の
時
で
は
な
い
。
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史
料
に
は
「
尋
又
改
内
侍
班
院
」
と
あ
る
が
、
『
宋
会
要
輯
稿
』
職

　
　
官
三
六
、
内
侍
省
、
真
宗
・
景
徳
三
年
五
月
の
条
に
、

　
　
　
　
内
侍
省
内
侍
班
院
言
…
…
本
班
亦
請
称
内
侍
省
、
及
賜
新
印
。

　
　
　
　
従
之
。

　
　
と
あ
る
如
く
、
同
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。

（
６
）
　
権
知
開
封
府
魏
堰
の
一
件
の
如
き
取
索
、
す
な
わ
ち
御
用
物
資

　
　
の
調
達
に
絡
む
犯
罪
は
し
ば
し
ば
生
じ
て
い
た
如
く
で
、
『
長
編
』

　
　
巻
九
三
、
真
宗
・
天
禧
三
年
正
月
の
条
に
、

　
　
　
　
三
司
言
、
使
臣
伝
宣
取
物
、
承
前
止
是
ロ
伝
詔
旨
、
別
無
憑

　
　
　
　
由
。
致
因
縁
盗
取
銭
物
。
今
請
下
入
内
内
侍
省
、
置
伝
宣
合

　
　
　
　
同
司
、
専
差
内
臣
こ
貝
主
之
。
如
有
所
須
索
、
即
以
合
同
憑

-
八

　
　
　
　
司
快
事
…
…
漬
臣
始
奏
、
編
前
後
詔
散
、
快
吏
不
能
欺
。
簿

　
　
　
　
帳
之
叢
冗
者
、
一
切
削
去
。
内
東
門
・
御
厨
、
皆
内
侍
領
之
。

　
　
　
　
凡
所
呼
索
、
有
司
不
散
開
。
乃
為
合
同
以
検
其
出
入
。

　
と
あ
り
、
仁
宗
の
親
政
開
始
後
、
権
三
川
快
菜
漬
臣
が
取
索
（
呼
索
）

　
の
検
閲
を
改
め
て
始
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
章
献
皇
后
垂
簾

　
中
に
取
索
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
の
制
度
が
廃
棄
さ
れ
て
い
た
こ
と

　
を
窺
わ
せ
る
。

７
）
　
表
㈲
（
註
末
）
。

８
）
　
史
料
に
は
「
殿
前
副
指
拝
読
婉
麟
」
と
あ
る
が
、
次
の
『
長
編
』

　
巻
三
五
三
の
記
事
に
は
、
「
殿
前
副
都
指
揮
快
燕
達
」
と
あ
る
こ
と

　
か
ら
し
て
、
「
殿
前
副
都
指
揮
優
婉
麟
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

　
　
由
一
本
、
給
付
逐
庫
務
。
給
吃
、
縁
中
三
司
。
三
月
置
御
宝
　
　
（
９
）
　
『
末
史
』
巻
一
六
六
、
職
宿
志
六
、
入
内
内
侍
省
・
内
侍
省
の
項

　
　
憑
由
司
、
択
入
吏
、
専
主
除
破
。
所
貴
絶
於
欺
弊
。
従
之
。
　
　
　
　
　
　
内
東
門
司
、
勾
当
宿
四
人
、
以
入
内
内
侍
省
充
。

と
あ
り
、
真
宗
朝
に
お
い
て
内
廷
の
取
索
が
当
初
口
伝
で
行
わ
れ
　
　
（
1
0
）
　
『
宋
会
要
』
職
宿
三
六
、
内
束
門
司
の
項
所
引
『
両
朝
国
史
』
、

た
た
め
、
内
宮
に
よ
る
横
領
の
弊
害
が
生
じ
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
　
　
　
　
　
　
内
束
門
司
・
…
押
司
宿
二
人
、
前
行
五
人
、
後
行
ハ
人
、
典

を
防
止
す
る
た
め
、
入
内
内
侍
省
と
三
司
に
そ
れ
ぞ
れ
伝
宣
合
同
　
　
　
　
　
　
四
人
。

月
・
御
宝
憑
由
司
が
設
置
さ
れ
、
取
索
の
検
閲
が
始
め
ら
れ
た
こ
　
　
(
＃
)
　
『
宋
史
』
巻
四
六
七
、
藍
継
宗
伝
（
勾
当
内
東
門
）
。
括
弧
の
中
が

と
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
制
度
は
仁
宗
朝
初
期
　
　
　
　
史
料
に
お
け
る
官
職
の
表
記
で
あ
る
。
以
下
註
（
凹
一
）
ま
で
同
様
。

の
章
献
皇
太
后
垂
簾
期
に
骨
抜
き
に
な
っ
た
如
く
で
、
『
長
編
』
巻
　
　
（
1
2
）
　
『
宋
史
』
巻
四
六
六
、
劉
承
規
伝
（
提
挙
内
東
崇
政
殿
等
諸
門
）
。

回
一
八
、
仁
宗
・
康
定
元
年
九
月
己
未
の
条
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
列
伝
に
よ
れ
ば
、
劉
承
規
の
提
挙
内
東
門
就
任
は
、
内
東
門
司
が

　
　
右
正
言
知
制
詰
菜
漬
臣
、
為
龍
図
閣
直
学
士
起
居
舎
人
権
三
　
　
　
　
創
設
さ
れ
る
景
徳
三
年
以
前
（
咸
平
三
年
か
ら
景
徳
二
年
の
間
）
と
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『

　
　
判
断
さ
れ
、
従
っ
て
提
挙
内
軍
門
は
内
軍
門
司
の
前
身
で
あ
る
内
　
　
（
2
2
）
　
『
長
編
』
巻
三
四
一
、
元
豊
六
年
十
一
月
乙
仰
の
条
（
勾
当
内
軍

　
　
軍
門
取
幸
司
の
提
挙
と
考
え
ら
れ
る
。
正
確
に
言
え
ば
勾
当
内
軍
　
　
　
　
門
司
）
。
『
末
史
』
の
専
伝
（
巻
四
六
七
）
に
は
勾
当
内
軍
門
司
に
就

　
　
門
司
の
一
員
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
役
割
の
点
か
ら
　
　
　
　
任
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
し
て
同
様
の
も
の
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
取
り
　
　
（
凹
一
）
　
『
長
編
』
巻
三
四
七
、
神
宗
・
元
豊
七
年
七
月
辛
丑
の
条
（
勾
当

　
　
上
げ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
軍
門
司
）
。

（
1
3
）
　
『
長
編
』
巻
一
八
五
、
仁
宗
・
嘉
祐
二
年
五
月
壬
辰
の
条
（
勾
当
　
　
（
2
4
）
　
『
長
編
』
巻
三
五
四
、
神
宗
・
元
豊
八
年
四
月
辛
未
の
条
（
勾
当

　
　
内
軍
門
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
軍
門
司
）
。

（
1
4
）
　
『
長
編
』
巻
一
八
五
、
仁
宗
・
嘉
祐
二
年
五
月
壬
辰
の
条
（
同
勾
　
　
（
2
5
）
　
『
長
編
』
巻
三
五
四
、
神
宗
・
元
豊
八
年
四
月
辛
未
の
条
（
勾
当

　
　
当
（
内
軍
門
）
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
軍
門
司
）
。

（
1
5
）
　
『
宋
史
』
巻
四
六
七
、
張
茂
則
伝
（
幹
当
内
軍
門
）
。
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
『
宋
史
』
巻
四
六
八
、
陳
街
伝
（
領
御
薬
院
内
軍
門
司
）
。

（
1
6
）
　
『
末
史
』
巻
四
六
七
、
張
惟
吉
伝
（
領
内
軍
門
司
）
。
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
『
長
編
』
巻
五
〇
一
、
哲
宗
・
元
符
元
年
八
月
突
仰
の
条
（
勾
当

（
1
7
）
　
『
宋
史
』
巻
四
六
八
、
高
居
簡
伝
（
歴
領
龍
図
天
章
閣
内
軍
門
司
）
。
　
　
　
　
内
軍
門
司
）
。

（
1
8
）
　
『
長
編
』
巻
二
七
一
、
神
宗
・
煕
寧
八
年
十
二
月
丁
未
の
条
（
勾
　
　
（
2
8
）
　
『
長
編
』
巻
五
一
〇
、
哲
宗
・
元
符
二
年
五
月
乙
部
の
条
（
勾
当

　
　
当
内
軍
門
司
）
。
『
宋
史
』
の
専
伝
（
巻
四
六
七
）
に
は
勾
当
内
軍
門
　
　
　
　
内
軍
門
司
）
。

　
　
司
に
就
任
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
『
続
資
治
通
鑑
拾
補
』
巻
二
三
、
徴
宗
・
崇
寧
三
年
四
月
乙
丑
（
勾

（
1
9
）
　
『
末
史
』
巻
四
六
七
、
李
舜
挙
伝
（
歴
幹
当
内
軍
門
御
薬
院
講
錠
　
　
　
　
当
内
軍
門
司
）
。
『
末
史
』
の
専
伝
（
巻
四
六
八
）
に
は
勾
当
内
軍
門

　
　
閣
実
録
院
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
に
就
任
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
2
0
）
　
『
長
編
』
巻
二
六
二
、
神
宗
・
煕
寧
八
年
四
月
丙
寅
の
条
（
勾
当
　
　
（
3
0
）
　
③
劉
恢
・
⑤
張
茂
則
・
⑥
張
惟
吉
は
史
料
で
は
「
供
奉
宮
」
と

　
　
内
軍
門
司
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
み
あ
る
が
、
勾
当
内
軍
門
司
が
入
内
内
侍
省
の
内
宮
の
差
遣
で

（
2
1
）
　
『
長
編
』
巻
三
〇
三
、
神
宗
二
死
豊
三
年
四
月
戊
申
の
条
（
勾
当
　
　
　
　
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
入
内
供
奉
宮
」
と
見
て
間
違
あ
る
ま

　
　
内
軍
門
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。
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（
3
1
）
　
童
貫
の
煕
河
蘭
公
路
勾
当
公
事
に
関
す
る
第
二
項
（
口
）
の
説
明
　
　
　
　
郡
・
正
江
は
皇
城
使
の
上
に
位
置
付
け
ら
れ
た
逼
郡
刺
史
こ
逐
郡

　
　
（
本
文
ｍ
∵
1
7
4
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
練
使
・
刺
史
・
団
練
使
・
逼
郡
防
禦
使
・
防
禦
使
・
観
察
使
・

（
3
2
）
　
『
宋
史
』
の
専
伝
に
は
記
載
が
な
い
が
、
⑧
劉
惟
簡
（
『
長
編
』
巻
　
　
　
　
節
度
観
察
留
後
こ
即
度
便
の
九
階
を
い
い
、
従
二
品
か
ら
従
五
品

　
　
三
四
七
、
神
宗
二
九
豊
七
年
七
月
辛
丑
）
と
⑩
宋
用
臣
（
同
書
巻
三
　
　
　
　
に
わ
た
る
武
階
の
最
高
位
で
あ
り
、
何
等
か
の
寄
禄
宮
に
在
る
者

　
　
四
一
、
神
宗
・
元
豊
六
年
十
一
月
乙
部
）
が
勾
当
御
薬
院
に
任
じ
て
　
　
　
　
が
こ
れ
を
授
け
ら
れ
た
場
合
、
公
式
の
場
に
お
い
て
は
そ
の
寄
禄

　
　
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
相
当
の
待
遇
し
か
与
え
ら
れ
な
い
も
の
の
、
他
に
比
べ
て
高
額

（
3
3
）
　
拙
稿
「
御
薬
院
考
」
（
『
別
府
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
六
、
一
　
　
　
　
　
な
逼
郡
・
正
江
相
当
の
俸
給
を
支
給
さ
れ
る
と
い
う
実
質
的
意
味

　
　
九
八
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
も
つ
恩
典
で
あ
っ
た
と
言
う
。
表
圓
に
示
し
た
諸
宮
が
蓋
郡
・

（
3
4
）
　
『
宋
史
』
の
張
惟
古
伝
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
張
惟
古
の
場
　
　
　
　
正
江
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
史
料
よ
り
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い

　
　
合
は
例
外
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
後
に
引
く
『
長
編
』
巻
一
九
二
、
仁
宗
・
嘉
祐
五
年
十
一
月

（
3
5
）
　
『
宋
史
』
巻
四
六
八
、
陳
街
伝
に
は
「
領
御
薬
院
内
東
門
司
」
と
　
　
　
　
辛
部
の
記
事
で
は
、
内
宮
が
「
闇
転
」
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
も

　
　
あ
り
、
勾
当
御
薬
院
の
後
に
勾
当
内
東
門
司
に
就
い
た
か
の
如
く
　
　
　
　
の
と
し
て
逼
郡
を
挙
げ
て
お
り
、
ま
た
梅
原
氏
も
「
横
行
や
諸
司

　
　
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
宋
史
』
の
張
惟
古
伝
に
言
う
が
如
く
、
勾
当
　
　
　
　
使
副
の
武
階
を
特
ち
な
が
ら
、
刺
史
、
防
禦
使
、
団
練
使
の
肩
書

　
　
内
東
門
司
か
ら
勾
当
御
薬
院
へ
と
い
う
コ
ー
ス
が
一
般
的
で
あ
っ
　
　
　
　
を
つ
け
て
い
る
者
は
、
す
べ
て
逼
郡
と
見
倣
し
て
よ
い
」
と
述
べ

　
　
た
と
す
る
と
、
陳
街
の
場
合
も
実
際
は
内
東
門
司
を
領
し
、
次
い
　
　
　
　
て
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
逼
郡
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　
　
で
御
薬
院
を
領
し
た
も
の
と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
　
諸
宮
の
品
位
は
『
宋
史
』
巻
一
六
八
、
職
宮
ハ
に
よ
っ
た
。

（
3
6
）
　
『
宋
史
』
巻
一
六
九
、
職
宮
九
に
「
内
臣
自
皇
城
便
特
恵
遷
転
例
」
　
　
（
3
9
）
　
『
続
資
治
通
鑑
拾
補
』
巻
八
、
哲
宗
二
万
祐
八
年
十
一
月
の
条
、

　
　
と
し
て
皇
威
使
の
上
に
昭
貢
使
・
貢
政
使
こ
ロ
ー
慶
使
・
慶
福
宿
便
・
　
　
　
　
　
『
長
編
』
巻
五
〇
六
、
哲
宗
二
元
符
二
年
二
月
丙
子
の
条
。

　
　
延
福
宮
使
の
五
使
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
使
は
「
特
恵
」
　
　
（
4
0
）
　
『
宋
史
』
巻
四
六
七
、
末
用
臣
伝
、
『
長
編
』
巻
五
二
〇
、
哲
宗
・

　
　
と
あ
る
如
く
、
内
宮
に
恩
典
と
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
元
符
三
年
正
月
庚
辰
の
条
。

（
3
7
）
　
梅
原
論
文
の
第
二
章
第
五
節
「
逼
郡
と
正
任
」
に
よ
れ
ば
、
逼
　
　
（
4
1
）
　
『
長
編
』
巻
四
九
九
、
哲
宗
二
見
符
元
年
六
月
己
丑
の
条
。
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（
4
2
）
　
『
長
編
』
巻
三
八
九
、
哲
宗
・
元
祐
元
年
十
月
乙
酉
の
条
、
同
書
　
　
　
　
　
　
（
張
）
惟
古
任
事
久
、
頗
見
親
信
、
高
言
弗
阿
恂
。

　
　
巻
四
四
一
、
元
祐
五
年
四
月
丁
巳
の
条
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
あ
り
、
ま
た
同
書
巻
四
六
七
、
劉
惟
簡
伝
に
、

（
4
3
）
　
『
宋
史
』
巻
四
六
七
、
宋
用
臣
伝
、
『
長
編
』
巻
三
四
一
、
神
宗
・
　
　
　
　
　
　
　
哲
宗
在
藩
時
、
（
劉
）
惟
簡
奔
奏
服
謹
。
及
親
政
、
召
至
左
右
。

　
　
元
豊
六
年
十
二
月
甲
中
の
条
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
あ
っ
て
、
張
惟
古
・
劉
惟
簡
の
謹
直
さ
と
皇
帝
の
依
寡
の
深
さ

（
4
4
）
　
『
宋
会
要
』
職
官
三
六
、
内
侍
省
の
項
所
引
『
神
宗
正
史
』
職
官
　
　
　
　
を
伝
え
て
い
る
。

　
　
志
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
　
『
宋
史
』
巻
四
六
八
、
童
貫
伝
。

　
　
　
　
入
内
・
内
侍
省
都
都
知
従
五
品
、
都
知
・
副
都
知
・
押
垣
並
　
　
（
4
8
）
　
『
末
史
』
巻
二
九
〇
、
郭
達
伝
。

　
　
　
　
正
六
品
、
内
東
西
頭
供
奉
官
従
ハ
品
、
殿
頭
・
高
品
並
正
九
　
　
　
　
　
　
交
吐
李
乾
徳
陥
阻
管
。
召
為
安
南
行
宮
経
略
招
討
使
、
兼
用

　
　
　
　
品
、
高
垣
・
黄
門
・
内
品
並
従
九
品
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湖
広
南
宣
撫
使
。

（
4
5
）
　
『
長
編
』
巻
一
九
二
、
仁
宗
・
嘉
祐
五
年
十
一
月
辛
卯
の
条
、
　
　
　
（
4
9
）
　
李
舜
挙
伝
は
「
勾
当
公
事
」
を
「
幹
当
公
事
」
と
表
記
し
て
い

　
　
　
　
殿
中
侍
御
史
呂
海
言
言
：
：
臣
斡
以
因
明
故
事
言
之
、
高
　
　
　
　
る
が
、
陳
新
会
の
『
史
論
挙
例
』
に
よ
れ
ば
、
南
宋
の
高
宗
の
論

　
　
　
　
品
・
黄
門
三
十
年
、
供
奉
官
十
年
一
転
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
「
構
」
を
避
け
て
、
音
通
の
「
勾
」
は
「
幹
」
に
改
め
、

　
　
と
こ
ろ
で
『
宋
会
要
』
職
官
三
六
、
内
侍
省
の
項
、
仁
宗
・
嘉
祐
　
　
　
　
　
「
勾
当
」
は
「
幹
当
」
と
表
記
さ
れ
た
と
い
い
、
つ
ま
り
所
謂
避

　
　
六
年
十
月
五
日
の
条
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
本
文
及
び
註
の
中
で
「
幹
当
某
」
と
「
勾

　
　
　
　
枢
密
院
奏
、
乞
自
今
前
後
省
内
臣
入
仕
、
並
理
三
十
年
磨
勘
。
　
　
　
当
某
」
を
区
別
し
な
か
っ
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
　
有
已
経
磨
勘
者
、
理
二
十
年
。
其
以
労
得
減
年
、
無
得
過
五
　
　
（
5
0
）
　
こ
の
記
事
に
は
「
照
管
車
馬
」
と
あ
る
が
、
次
の
『
長
編
』
巻

　
　
　
　
年
。
従
之
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
四
の
史
料
で
は
「
照
管
軍
馬
」
と
あ
り
、
そ
れ
が
軍
事
に
関

　
　
と
あ
っ
て
、
仁
宗
朝
初
期
の
章
猷
皇
太
后
垂
簾
期
に
「
国
朝
故
事
」
　
　
　
　
わ
る
職
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
「
車
馬
」
は
「
軍
馬
」
の

　
　
の
「
人
性
後
三
十
年
磨
勘
」
の
制
度
が
「
闇
転
」
に
よ
っ
て
崩
れ
、
　
　
　
　
誤
り
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
仁
宗
親
政
中
に
旧
制
の
復
活
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
　
　
　
（
5
1
）
　
こ
の
記
事
は
王
厚
と
童
貫
を
同
じ
く
成
州
団
練
使
と
し
て
い
る

（
4
6
）
　
『
宋
史
』
巻
四
六
七
、
張
惟
古
伝
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
前
の
史
料
の
『
続
資
治
通
鑑
長
編
拾
補
』
巻
二
二
に
王
厚
の
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城
州
団
練
使
就
任
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
王
厚
の
成
州
団
練

　
　
使
は
威
州
団
練
使
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
5
2
）
　
『
宋
史
』
巻
四
六
七
、
藍
継
宗
伝
、

　
　
　
　
藍
継
宗
・
・
：
累
通
西
京
作
坊
副
使
勾
当
内
東
門
。
元
徳
太

　
　
　
　
后
・
章
穆
皇
后
葬
、
為
按
行
園
陵
使
。

（
5
3
）
　
『
宋
史
』
巻
四
六
七
、
藍
継
宗
伝
、

　
　
　
　
藍
継
宗
：
：
累
遷
西
京
作
坊
副
使
勾
当
内
東
門
：
：
車
駕
北

　
　
　
　
征
、
勾
当
留
司
皇
城
司
。

（
5
4
）
　
『
長
編
』
巻
二
六
二
、
神
宗
・
煕
寧
八
年
四
月
丙
寅
の
条
、

　
　
　
　
上
通
人
内
供
奉
官
勾
当
内
東
門
司
裴
翌
、
賜
韓
埼
・
富
弼
・

　
　
　
　
文
彦
薄
・
曽
公
売
手
詔
。

　
　
　
『
長
編
』
巻
三
七
二
、
哲
宗
二
万
祐
元
年
三
月
壬
申
の
条
、

　
　
　
　
先
是
、
太
皇
太
后
通
勾
当
内
東
門
司
梁
惟
簡
、
賜
文
彦
薄
手

　
　
　
　
詔
。

（
5
5
）
　
『
長
編
』
巻
三
五
四
、
神
宗
・
元
豊
八
年
四
月
辛
未
の
条
に
、

　
　
　
　
人
内
省
申
：
：
勾
当
御
薬
院
劉
惟
簡
与
転
出
。
以
勾
当
内
東

　
　
　
　
門
司
閣
安
代
之
、
馮
宗
道
勾
当
御
薬
院
。
老
宗
元
・
梁
惟
簡
、

　
　
　
　
並
勾
当
内
東
門
司
。
梁
惟
簡
兼
太
皇
太
后
殿
祗
候
、
老
宗
元

　
　
　
　
兼
皇
帝
殿
祗
候
。

　
　
と
あ
り
、
神
宗
が
崩
じ
、
宣
仁
太
皇
太
后
が
哲
宗
を
補
佐
し
て
垂

　
　
簾
の
政
を
敷
い
て
い
た
時
、
勾
当
内
東
門
司
の
老
宗
元
・
梁
惟
簡

　
　
が
そ
れ
ぞ
れ
太
皇
太
后
殿
祗
候
・
皇
帝
殿
祗
候
を
兼
ね
た
こ
と
が

　
　
知
ら
れ
る
が
、
勾
当
内
東
門
司
の
側
近
性
を
伝
え
て
余
り
あ
る
。

（
5
6
）
　
『
宋
会
要
』
職
官
三
六
、
内
侍
省
の
項
所
引
『
神
宗
正
史
』
職
官

　
　
志
、

　
　
　
　
内
侍
省
左
右
班
郡
知
乙
訓
郡
知
・
押
班
、
無
定
員
並
正
六
品
。

　
　
　
　
内
東
西
供
奉
官
・
殿
頭
・
高
品
・
高
垣
・
黄
門
・
納
品
（
内
品

　
　
　
　
か
）
、
総
一
百
八
十
人
。

（
補
註
）
　
当
該
記
事
の
直
前
に
劉
誼
の
浩
司
を
巡
る
一
件
が
記
さ
れ
て

　
　
　
い
る
が
、
そ
の
書
き
出
し
に
、

　
　
　
　
　
降
戸
部
郎
中
知
制
息
張
壇
、
知
黄
州
。
秘
書
郎
館
閣
校
勘

　
　
　
　
　
劉
珊
、
落
職
。

　
　
　
と
あ
る
。
本
文
の
侍
御
史
陳
経
の
上
胃
以
下
の
史
料
に
は
劉
理

　
　
　
と
張
壊
の
既
剽
前
の
官
職
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
記

　
　
　
事
に
基
づ
き
補
っ
た
。
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表(６) 垂簾の政

皇帝 即位年齢 垂簾聴政者 記　　　　　　　事 垂簾期間

仁宗 13歳 真宗章献明粛劉皇后 真宗崩。遺詔、尊后為皇太后、

軍国重事、権取処分……於是、

請帝与太后、五日一御承明殿、

帝位左、太后位右、垂簾決事。

12年

英宗 31歳 仁宗慈聖光献曹皇后 英京即位、尊后為皇太后。帝感

疾、請権同処分軍国事。御内束

門小殿、聴政。

５年

哲宗 ８歳 英宗宣仁聖烈高皇后 帝（神宗）不像、浸劇。宰執王

珪等、入間疾、乞立延安郡王（哲

宗）、為皇太子、太后権同聴政。

帝頷之。

９年

備考　出典は『宋史』巻二四二の各皇后の専伝
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